





















A Study about the Longmen Grottoes in the Tang Dynasty 













































































































































































































































時期に東山における第 2062 窟擂鼓台北洞、第 2055 窟擂鼓台中洞（大万伍千仏龕）、
第 2050窟擂鼓台南洞、第 2144窟高平郡王洞、第 2211窟二蓮華南洞、第 2214窟二蓮
華北洞、第 2194窟看経寺洞という７つの大型窟が造営された。 
本章では、東山におけるこれら 7つ大型窟を中心とし、それに西山における小窟を
加え、武周期の龍門石窟で行われた造営活動を考察した。その時期の東山では、大型
窟の造営が盛んであり、造像形式はこれまで西山の造像に見られる形式を受け続いた
が、新しい題材と窟形式も出現した。一方、西山では、大型窟が殆ど作られず、円形
束腰台座を持つ如来坐像を主尊とする小窟の造営が活発であった。つまり、東山と西
山の造営活動が分化されると認められる。そして、分化された原因については、八木
春生が指摘した通り、元来西山で活躍していた、大型、中型窟を造営していた工人た
ちが、東山に移動してしまったためと考えられる。 
 
第六章 武周期以後（705年以後）の龍門石窟について 
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本章は、武周期以後の龍門石窟における造営活動を考察した。その結果、その時期
の龍門石窟では、これ以前と比べると、大型窟の造営が少なくなることが明らかとな
った。また、数の減少のみならず、先行研究ですでに指摘された通り、それら大型窟、
特に西山南端における大型窟は、形式上にあまり大きく変化がなく、定型化が起きた
ことが認められる。 
武周期の東山の大型窟における造像の造形は、その後の西山の大型窟と共通する点
が見られることから、八木春生は武周期の東山で活動している工人は、武周期以後に
西山へ次第に戻っていった。そして武周期と異なるのは、その時期に、大型窟と小窟
とは、お互いに影響関係も見られるようになることである。 
一方、武周期の東山の大型窟より出現した新しい窟形式や造像題材などは、その後
の東山と西山の諸窟に見られない。このことから、武周期に東山のこれら大型窟の特
異性を見出すことができる。この 7つ大型窟は、恐らく李崇峰が指摘した通り、則天
武后は地婆訶羅の逝世を記念するために設けられた香山寺に属する「石像七龕」に当
たると考えられる。しかしながら、この 7つの窟は則天武后と如何なる関係であるか、
現段階では不明瞭である。 
 
 筆者の以上の考察により、武周期以後の龍門石窟では、大型窟の造営が少なくなる
一方で、小窟の造営は、武周期から玄宗の天宝年間にかけて盛んで行われたことが明
らかとなった。ここに、龍門石窟に大きな変化が現れたことが理解され、とくに武周
期終了後、小型窟や龕を穿った工人系統が主体となったことが理解された。言い換え
れば、武周期以後、龍門石窟は庶民の石窟となったのである。注目すべきは、武周期には
東山で、則天武后との関係が窺われる 7つの大型窟が開かれたことである。これによ
り、西山に残された工人たちが、龕だけでなく小窟の造営も手がけるようになった。
そして則天武后の退位の後、東山から戻ってきた工人たちは、その重要なパトロンを
失い、勢いを取り戻せず、彼らにより開かれたいくつかの大型窟の造像には、小窟や
龕からの影響が見られるようになる。 
 これまでの研究では、武周期終了以降に開かれた窟についての研究は少なく、龍門
石窟の造営の末期のものとして無視される傾向にあった。しかし本研究により、大型
窟や小窟、龕の造営に携わる工人たちとは異なり、小窟、龕を開いた工人たちの集団
が存在したことを明らかにした。また、東山に造営の主体が移った時期から、750年
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代にその造営が終結するまで、西山ではそれらの工人たちが主流となり、彼らによっ
て龍門石窟唐窟の多くが穿たれたことを明らかにした。つまり、龍門石窟が基本的に
は、皇帝や貴族のための大型、中型窟を開く場所でなく、庶民がおそらく亡き父母な
どの冥福を祈るために龕を開く場所であったことが理解されるようになった。 
 
本論では、唐代の龍門石窟における窟や造像の形式に重点が置かれて考察し、膨大
な数の造像記に対して、殆ど紀年銘と尊格銘のみ関心を寄せた。しかしながら、それ
ら紀年銘は、造像の発願者や造立意図など情報を記録し、文字資料として貴重な価値
が備われる。今後、筆者は、それら造像記の考察も行う。また、同時期の他地域の石
窟及び出土造像との比較を行うことで、地域間の交流注目しながら、研究を進めたい。
さらに、本論文では、造像の尊格について、検討が不十分であることから、今後、図
像学の研究も行いたい。それらの研究により、龍門石窟の全貌を明らかにすることが
期待される。 
 
 
 
 
 
